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岐阜女子大学住居学専攻では、平成16年から学生が企画・設計から建設までを一貫して、体験的に学ぶ
実学的実習（特別プロジェクト）活動を行なっています。今回新たに取り組む建物として、本学体育館が地域に

おける災害時の避難所になっていることから「災害支援施設」というキーワードをもとに企画が始まりました。

2011年の東日本大震災、2015年の鬼怒川決壊など、自然災害の
資料や報告書を調べていくうちに、必要なものも被災直後は食物や
飲料水、少し時間が経過すると暖かい食事と衣服、寝床、その後は
お風呂とプライベート空間などと、変化していくことがわかりました。
お風呂好きの日本人にとって、お風呂は身体を清潔にするだけでは
なく、精神的なストレスも洗い流す効果があり、避難所生活の苦難を
和らげることが期待できます。
そこで、炊き出し棟、備蓄倉庫棟の案もありましたが、断水時、停

電時にも使用できる五右衛門風呂の建設を行なうこととしました。
水については、幸い水脈もあるため井戸を掘り、燃料は大学裏山の
間伐材を活用する計画です。

＜設計上考慮したこと＞

・架構はシンプルな切妻で、梁と桁を段違いにし、妻面上部をガラス面にすることにより、狭い室内にひろがり
をもたせた。また狭い室内ゆえ火打ち梁を用いず、水平力を屋根面で受けるように、面戸板を垂木・桁と緊結
する工夫をした。
・屋根を大きくはね出し、ひさし下にジャングルジム状の立体格子をつくり、五右衛門風呂で用いるマキを置く
スペースとした。またその立体格子によって平時の休息所も構成した。
・骨組は木造、内外の壁は塗り壁、建具は木製サッシ、モルタル床はビー玉・ダルガラスの埋め込みなどを用
いることで、手づくり感覚を表現し、避難された方を優しく迎え入れるものをめざした。
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地鎮祭 2015.10.29 仮設工事・土工事 2015.10.29～11.12
地鎮祭後、建物の正確な位置を決めるための、水盛りやり方
工事から始めました。基礎の位置を確定し地盤面
を掘り、砕石を入れコンク
リートで固め、強固な地盤
面の完成です。

＜地盤面づくり＞

地鎮祭では、工事の無事と建物の安全や繁栄を祈願しました。
祭儀の意義や式典における
作法などを学ぶ機会として、
式典の準備や司会も３年生
が中心となって進めました。

＜穿初の儀＞

建方 2016.01.21～28基礎工事 2015.11.19～12.24

＜建方完了！＞＜鉄筋組立の様子＞

基礎の鉄筋組立では、D10（10mmの異形鉄筋）を使い、立上り
筋とよこ筋は、ハッカーという道具を使い、
結束線で固定。工事が始
まって、一番楽しい作業と
なりました！

大工さんにお手伝いを願い、建方を行いました。基礎の上に土
台、柱をたてて梁でつない
でいく作業は、軸組み模型
づくりを実際の建設作業で
確認することが出来ました。

屋根工事 2016.01.28～02.25 外壁工事 2016.04.28～11.17
外壁は、防水紙を貼った上にサイディングボードを貼り、真っ白な
ベルアートの左官仕上げを行いました。
サイディングの加工、左官
仕上げは難しかったものの
美しい仕上がりとなりました。

＜左官仕上げ＞

屋根工事では、野地板の上に防水紙を貼り、断熱材を挟んで
合板を釘でとめ、板金仕上げを行いました。
平屋といっても屋根の上での
作業は高度感がありましたが、
事故もなく工事を終えました。

＜合板の釘どめ＞

内壁工事 2016.11.10～12.22風呂釜設置工事 2016.06.30～07.21

＜慣れた手つきの左官仕上げ＞＜五右衛門浴槽の設置＞

五右衛門の浴槽を据え付けるために、職人さんの指導のもとで
耐熱及び耐火煉瓦を積み、いよいよ２つの
浴槽を設置しました。やっ
と浴室の全貌が分かるとこ
ろまできました。

室内側も外壁と同様の工程でベルアートの左官仕上げを行い
ました。外壁の仕上げ作業で随分コテ
の使い方にも慣れ、スムー
ズに作業を進められました。
完成までもう少しです。



薪置場に薪を積み、建物が完成です。建物と薪置場の白塗装
が、薪の断面を引き立て
るデザインになりました。

生活科学専攻の有志の皆さんに作成していただいた藍染の
暖簾も、インテリアのアクセントになりました。

３坪の小さな浴室棟を大きく見せる効果と薪を乾燥させるため
に薪置場を作りました。木部が経年変化で褪色し
薪と同化するのを避ける
意味もあり、「白」塗装を
施しました。

風呂釜のまわりは、ピンクとシルバーのモザイクタイル仕上げ。
色が重ならないよう、また目地が揃うように、丁寧に
張りました。コテで目地材を
しっかり入れ、スポンジで余
分な目地材を拭き取り完成。

普段は建物をスッキリ見せるために、移動式の木製階段を制
作しました。ポーチ部分の手すりは、
木部と金属部分を併せて
デザインしました。

大学に隣接した山の地主さんから、間伐材を譲っていただき
ました。切り出しは、総務の方にも助けていただき、
初めての薪割り体験は、
真っすぐに斧を振り下ろす
ことが難しかったです。
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薪割り

タイル張り工事 2017.05.12~05.18

＜タイル張り＞

＜薪割りの様子＞

階段工事 2017.04.27～06.15

薪置場製作 2017.04.27~05.28

＜移動式階段＞

＜塗装の様子＞

すのこ製作 2017.06.01~06.15 クリア塗装仕上げ 2017.06.15
木製建具と浴室内部の木製カウンターを、防腐効果のある
キシラデコールのクリアで塗装しました。
塗装作業は何度も行って
いるので、慣れた手つき
で作業が進みました。

＜クリア塗装の様子＞

子供たちが直接床に座っても大丈夫なように、洗い場はすの
こ敷にしました。風呂釜の水を抜くために、
すのこの一部は、取り外し
可能です。

＜すのこ制作の様子＞

建物内部 2017.06.22建物外観 2017.06.22

2017.04.27～05.02

＜すのこ制作の様子＞
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